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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第48期
第１四半期
連結累計期間

第49期
第１四半期
連結累計期間

第48期

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年６月30日

自 2021年４月１日
至 2021年６月30日

自 2020年４月１日
至 2021年３月31日

売上高 (千円) 1,879,129 2,163,054 8,618,898

経常利益又は経常損失(△) (千円) △5,740 69,766 360,662

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益
又は親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)

(千円) △7,695 45,398 240,260

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △4,133 33,519 258,265

純資産額 (千円) 3,470,694 3,724,596 3,733,092

総資産額 (千円) 5,883,817 6,308,778 6,339,903

１株当たり四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(円) △1.90 11.20 59.28

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 59.0 59.0 58.9
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第48期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．第48期及び第49期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

４．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の

期首から適用しており、当第１四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を

適用した後の指標等となっております。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

なお、第１四半期連結会計期間の期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31

日。以下「収益認識会計基準」という。）等を適用しております。詳細につきましては、「第４ 経理の状況」「１　

四半期連結財務諸表 注記事項 会計方針の変更等」をご確認ください。
 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

①　財政状態

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて31,125千円減少し、6,308,778千円と

なりました。主な増減は、棚卸資産の増加100,745千円があったものの、受取手形及び売掛金の減少97,900千円、固

定資産の減少16,781千円があったことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べて22,629千円減少し、2,584,181千円となりました。主な増減は、その他流動負

債の増加122,849千円、短期借入金の増加100,000千円があったものの、支払手形及び買掛金の減少129,618千円、未

払法人税等の減少52,502千円、賞与引当金の減少51,786千円、長期借入金の減少17,598千円があったことによるも

のであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて8,495千円減少し、3,724,596千円となりました。主な増減は、利益剰余金

の増加3,383千円があったものの、その他有価証券評価差額金の減少11,879千円があったことによるものでありま

す。
 

②　経営成績

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種の促進によ

る感染拡大防止策などにより社会経済活動が回復に向かうことが期待されるものの、感染再拡大が収まりを見せ

ず、依然として厳しい状況が続いており、先行きが不透明な状況で推移いたしました。

また、海外でもワクチン接種が普及し、今後の経済回復への期待が高まっておりますが、欧州では感染再拡大が

発生しており、引き続き、景気下振れリスク、政策動向による不確実性、金融市場の下振れリスクが、今後、さら

にわが国へ与える影響が懸念されております。

当社グループの中心となっている住宅建築業界におきましては、個人消費者の消費マインドが回復しない厳しい

状況下にあるなか、新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ経済の回復を図るため、グリーン住宅ポイ

ント制度などをはじめとした住宅取得促進諸政策の拡充・継続延長が実施されたものの、本格的な住宅建築需要の

回復には至りませんでした。

このような経済状況のもとで、当社グループの建設工事事業において、新築着工件数の低調な推移はあったもの

の、2019年５月の緊急事態宣言の発出時のような営業活動制限、工事完成の延期などの要因はなくなり、通常の事

業活動の継続に向けて注力したことから、業績は回復いたしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は2,163,054千円(前年同四半期比15.1％増)、営業利益は65,874千

円(前年同四半期は営業損失12,229千円)、経常利益は69,766千円(前年同四半期は経常損失5,740千円)、親会社株主

に帰属する四半期純利益は45,398千円(前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失7,695千円)となりまし

た。

 なお、収益認識会計基準等の適用により、売上高は43,021千円増加し、営業利益、経常利益はそれぞれ9,905千

円増加、親会社株主に帰属する四半期純利益は6,934千円増加しております。
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セグメントの経営成績を示すと、次のとおりであります。

 
(建設工事事業)

建設工事事業は、住宅の新築を含めた各種住宅リフォーム、集合住宅やマンションなどの中規模建設物の補

修・修繕工事、中古マンション・中古戸建住宅のリノベーション再販、ＦＲＰ防水・シート防水等の各種防水工

事、ガス設備工事及び太陽光発電システム設置工事を中心としております。

個人消費者からの各種リフォーム工事件数や新築建設物向けの工事件数は低調に推移したものの、既存の中規

模建設物に対する補修・修繕工事の件数は堅調に増加いたしました。

以上の結果、建設工事事業の売上高は1,345,053千円(前年同四半期比10.5％増)、営業利益20,564千円(前年同

四半期比410.8％増)となりました。

 なお、収益認識会計基準等の適用により、売上高は43,021千円増加し、営業利益は9,905千円増加しておりま

す。

 

(住宅等サービス事業)

住宅等サービス事業は、住宅の保護という観点から、特に床下環境の改善及びシロアリ対策を中心としており

ます。取引先からの販売促進活動自粛要請が緩和され、個人消費者からの新規シロアリ対策及び床下環境改善の

防湿商品の販売が増加いたしました。

以上の結果、住宅等サービス事業の売上高は393,503千円(前年同四半期比39.8％増)、営業利益は80,098千円

(前年同四半期比167.9％増)となりました。

 

(ビルメンテナンス事業)

ビルメンテナンス事業は、首都圏のビルの窓及び外壁のクリーニング、マンション、公共施設などの清掃管理

サービスを中心としております。清掃管理サービスは取引先からの要請に伴う作業の中止、延期が緩和され、作

業件数が増加いたしました。また、前期に支出していた清掃スタッフの雇用継続のための休業補償手当がなかっ

たことから、利益面でも改善いたしました。

以上の結果、ビルメンテナンス事業の売上高は424,497千円(前年同四半期比11.5％増)、営業利益は32,539千円

(前年同四半期比135.2％増)となりました。

 

(2) 経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、経営方針・経営戦略等に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 13,400,000

計 13,400,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2021年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年８月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,060,360 4,060,360
名古屋証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は、100株であり
ます。

計 4,060,360 4,060,360 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。　

 
 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年４月１日～
2021年６月30日

― 4,060 ― 186,072 ― 145,813
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2021年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

2021年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 7,200
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

40,527 ―
4,052,700

単元未満株式
普通株式

― ―
460

発行済株式総数 4,060,360 ― ―

総株主の議決権 ― 40,527 ―
 

 

② 【自己株式等】

  2021年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ニットー

名古屋市中川区広川町
三丁目１番地８

7,200 ― 7,200 0.17

計 ― 7,200 ― 7,200 0.17
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2021年４月１日から2021年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2021年４月１日から2021年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,326,293 1,318,764

  受取手形及び売掛金 1,162,355 －

  受取手形、売掛金及び契約資産 － 1,064,455

  棚卸資産 913,312 1,014,057

  その他 79,866 70,156

  貸倒引当金 △300 △250

  流動資産合計 3,481,527 3,467,183

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 970,159 962,514

   土地 1,445,020 1,445,020

   その他（純額） 14,250 14,073

   有形固定資産合計 2,429,430 2,421,608

  無形固定資産   

   その他 8,527 8,552

   無形固定資産合計 8,527 8,552

  投資その他の資産   

   その他 420,838 411,854

   貸倒引当金 △420 △420

   投資その他の資産合計 420,418 411,434

  固定資産合計 2,858,375 2,841,594

 資産合計 6,339,903 6,308,778
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 782,128 652,509

  短期借入金 510,000 610,000

  1年内返済予定の長期借入金 70,392 70,392

  未払法人税等 76,814 24,312

  賞与引当金 107,520 55,733

  完成工事補償引当金 28,800 26,100

  その他 286,528 409,377

  流動負債合計 1,862,182 1,848,424

 固定負債   

  長期借入金 188,824 171,226

  退職給付に係る負債 394,706 400,637

  長期未払金 9,840 9,840

  その他 151,258 154,052

  固定負債合計 744,628 735,756

 負債合計 2,606,811 2,584,181

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 186,072 186,072

  資本剰余金 145,813 145,813

  利益剰余金 3,350,492 3,353,875

  自己株式 △1,883 △1,883

  株主資本合計 3,680,494 3,683,877

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 52,598 40,719

  その他の包括利益累計額合計 52,598 40,719

 純資産合計 3,733,092 3,724,596

負債純資産合計 6,339,903 6,308,778
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

売上高 1,879,129 2,163,054

売上原価 1,393,167 1,549,968

売上総利益 485,961 613,086

販売費及び一般管理費 498,191 547,211

営業利益又は営業損失（△） △12,229 65,874

営業外収益   

 受取利息 1 2

 受取配当金 727 757

 受取手数料 634 747

 受取保険金 1,492 54

 受取賃貸料 6,024 4,814

 その他 2,297 1,185

 営業外収益合計 11,177 7,562

営業外費用   

 支払利息 880 1,048

 賃貸費用 3,042 1,367

 固定資産除却損 － 1,253

 その他 765 1

 営業外費用合計 4,687 3,670

経常利益又は経常損失（△） △5,740 69,766

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△5,740 69,766

法人税、住民税及び事業税 12,670 30,249

法人税等調整額 △10,715 △5,881

法人税等合計 1,955 24,367

四半期純利益又は四半期純損失（△） △7,695 45,398

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△7,695 45,398
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △7,695 45,398

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 3,561 △11,879

 その他の包括利益合計 3,561 △11,879

四半期包括利益 △4,133 33,519

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △4,133 33,519
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。　

 

(会計方針の変更等)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

１．収益認識に関する会計基準等の適用

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、従来は工事完成

基準を適用していた工事請負契約のうち、一定の期間にわたり履行義務が充足される契約については、履行義務の充

足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半期

連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86

項また書き(1)に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、す

べての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当第１四半期連結会計期間

の期首の利益剰余金に加減しております。

なお、この結果、従来の方法に比べ、当第１四半期連結会計期間の売上高は43,021千円増加し、売上原価は33,115

千円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ9,905千円増加しております。また、利益

剰余金の当期首残高は6,622千円増加しております。

さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的

な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりま

せん。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

ととしました。

 
２．時価の算定に関する会計基準等の適用

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。

　なお、これにより、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 
 

 

(追加情報)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積りについて）

当社グループは、固定資産の減損会計等の会計上の見積りについて、四半期連結財務諸表作成時点までに入手可能

な情報に基づき、経済状況は緩やかに回復に向かうものの、業績への影響は一定期間続くものと仮定し、会計上の見

積りを行っております。ただし、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う影響は不確実性が高く、今後の感染拡

大の影響により、会計上の見積りに影響を与える可能性があります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

減価償却費 11,547千円 12,799千円
 

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月20日
定時株主総会

普通株式 52,690 13.00 2020年３月31日 2020年６月22日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月19日
定時株主総会

普通株式 48,637 12.00 2021年３月31日 2021年６月21日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建設工事事業

住宅等サービ
ス事業

ビルメンテナ
ンス事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,216,835 281,416 380,877 1,879,129 ― 1,879,129

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 175 175 △175 ―

計 1,216,835 281,416 381,052 1,879,304 △175 1,879,129

セグメント利益 4,026 29,893 13,834 47,753 △59,983 △12,229
 

(注) １．セグメント利益の調整額△59,983千円には、セグメント間取引消去7,339千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△67,322千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の

総務部等管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

該当事項はありません。
 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報
     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３建設工事事業

住宅等サービ
ス事業

ビルメンテナ
ンス事業

計

売上高       

顧客との契約から生じる収益 1,342,462 393,503 424,497 2,160,463 ― 2,160,463

その他の収益 2,591 ― ― 2,591 ― 2,591

 外部顧客への売上高 1,345,053 393,503 424,497 2,163,054 ― 2,163,054

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 138 138 △138 ―

計 1,345,053 393,503 424,635 2,163,192 △138 2,163,054

セグメント利益 20,564 80,098 32,539 133,202 △67,327 65,874
 

(注) １．セグメント利益の調整額△67,327千円には、セグメント間取引消去7,133千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△74,461千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の

総務部等管理部門に係る費用であります。

２．その他の収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づくリース収益であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております
 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

該当事項はありません。
 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

「第４　経理の状況」「１　四半期連結財務諸表　注記事項　会計方針の変更等」に記載のとおり、当第１四半

期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セ

グメントの利益の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「建設工事事業」の売上高は43,021千円増

加、セグメント利益は9,905千円増加しております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

　１株当たり四半期純利益
　又は１株当たり四半期純損失(△)

△1円90銭 11円20銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益
　　又は親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円)

△7,695 45,398

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
　　又は親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円)

△7,695 45,398

    普通株式の期中平均株式数(株) 4,053,103 4,053,103
 

(注) １．前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

 
 
 
 
 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 
 

 
2021年8月11日

株式会社　ニットー

　(商号　株式会社NITTOH)

取締役会 御中

有限責任監査法人トーマツ

　名古屋事務所　
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 淺　　井　　明 紀 子 印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 加　　納　　俊　　平 印

 

　

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニットー

（商号　株式会社NITTOH）の2021年4月1日から2022年3月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2021年4月

1日から2021年6月30日まで）及び第1四半期連結累計期間（2021年4月1日から2021年6月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニットー（商号　株式会社NITTOH）及び連結子会社の

2021年6月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以  上

 

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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